
 

 

                                  

 

                                    

                                    

                                    

                                   

 

 

 

 

 
 7月 25日（木）、2 年人文科学コースと自然科学コースの生徒は、海外にビジネスを展開している企業の本社
や県内事業所を訪問しました。実際に働いている方々のお話を聞いたり、施設見学を行ったりすることで、生徒
たちは普段教室では勉強できない生の企業活動の一端に触れることができました。またどの企業でもグローバル
化が急速に進んでおり、国際的な感覚や実践的な英語力が確実に求められることを学びました。 

 

 

 

＜三谷産業株式会社＞ 

会社概要の説明・社屋の見学の他、日本人やベト 

ナム人の若手社員との交流を通して、海外展開の 

現状や働くうえで大切なことなどを学びました。 

 

＜株式会社ＰＦＵ＞ 

会社概要や海外事業の現状についての説明の後、 

３グループに分かれて海外事務所駐在経験者から 

海外の体験等について話を聞きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜株式会社富士通ＩＴプロダクツ＞ 

会社概要の説明では、海外展開の状況や設計開発の 

現状等について説明していただきました。その後 

工場内を回り、さまざまな品質管理の方法を学び 

ました。また次期スーパーコンピュータ富岳の製造 

予定スペースなども見ることができました。 

 

＜参天製薬株式会社能登工場＞ 

海外展開の状況や品質維持の取り組み等について 

説明を受けた後、世界最大クラスの点眼剤工場を 

回り、徹底した衛生管理の様子を見学しました。 

                        

                  

 

 

  
 

  

感想 ・今までは英語がいらなかった場所にも英語が必要になり、これから英語が大切になると感じた。 

・世界一速いコンピュータではなく、世界一役立つコンピュータを作るという理念が印象に残った。 

・「天機に参与する」という理念がすばらしい（参天製薬）。患者さんを想って１本１本を作っているところがすごい。 

・無菌室という外科手術室レベルのクリーンなところで、製品を生産していることを初めて知った。 

・ＡＩや多くの機械が使用されている工場を見て、グローバル化を感じさせられた。 

感想 ・これから社会で役に立つものの開発が、海外進出に繋がっていることがわかった。 

・コミュニケーション力と目的思考力が求められる現代、自分のこれからの課題が明確化できた。 

・海外の経験は人生観を変える。海外を身近なものとしてこれから考えていきたい。 

・世界で活躍している企業の考え方や具体的な仕事の話を聞いて、自分の将来についてのイメージが明確になった。 

・普段聞けない海外経験のある人の話を聞いて、自分の意見や考えを持ち、それを伝えることが大切だと思った。 
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